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１．事業の目的

内閣府は2014年度から「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）／自動運転」事業において、交通事故の低減や交通渋滞の緩和、地方部等における高齢者

などの交通制約者の移動手段の確保、といった社会課題の解決を推進しています。また、2018年度から開始したSIP第2期では、2020年をマイルストーンとして、

自動運転を高速道路から一般道へ拡張した実用化をめざしています。

この研究開発の柱として、実証実験企画・推進、技術開発、社会受容性醸成とならんで国際連携があります。

内閣府の国際連携ワーキンググループでは、二国間・多国間の共同研究を進めていますが、本事業においても、国際連携を強化し、国際標準化を推進するものと

して、「SIP-adus Workshop」を定期的に開催し、国内外専門家の情報交流や共同研究の場を提供しています。

自動運転を社会で実用化するためには、情報発信力を強化し、得られた意見や反応を今後の研究開発の推進に向けて活用することが重要になります。

本事業では、「SIP-adus Workshop」開催後に参加者へのアンケートを実施し、参加者意見の集約・検証結果を、来年度のプログラム編成の参考として提供してい

ます。また、SIP-adus ウェブサイトからの情報発信を積極的に行っており、「SIP-adus Workshop」 開催内容の逐次更新、SIP-adusが推進する研究開発の報告書

の掲載、SIP-adusに関連して開催したイベントの報告、東京臨海部で行っている大規模実証実験の情報等をタイムリーに更新しています。さらに、年間を通じてウェ

ブサイトの参照分析を行い、ウェブサイトからの情報発信の効果測定を行っています。
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成果検証

・SIP-adus Workshop開催
・SIP-adusウェブサイトを通じた情報発信

情報発信

・情報交流・発信の効果測定・検証

SIP自動運転における国際連携

情報発信の強化と成果検証

目的①

目的②



©Congrès Inc. 4

２．SIP-adus Workshop 2020の開催
①開催の概要

本年度のSIP-adus Workshop は、1日目に専門家によるSIP自動運転の成果を発表する成果報告会、2日目・3日目にオンラインシンポジウム（例年でいうPlenary 

Session）を実施いたしました。また、内閣府・省庁によるポスター展示（Poster Session）もウェブ上にて公開いたしました。新型コロナウイルスの影響により、成果報

告会はリアルとバーチャルのハイブリット形式にて、オンラインシンポジウムはバーチャル形式にして実施いたしました。オンラインシンポジウムのプログラムは、プロ

ジェクトディレクターのイニシアティブのもとで再編成し、新たにService & Business Implementation、Impact Assessmentセッションが加わりました。

参加者数は1,152名と例年の倍以上の方にご参加いただけたこと、参加国・地域数も全世界で延べ29カ国と6か国拡大したことに大きな成果が見られます。また、

多くの参加者からの要望に応じて、全てのプログラムについて、オンデマンドによる再配信を12月14日～1月4日の間に実施いたしました。バーチャルカンファレン

スとすることで従来よりも多くの一般視聴者に対して、国やSIPの自動運転に関する発展の方向性や研究開発成果を周知する場とすることができ、自

動運転の社会実装に必要となる社会的受容性の醸成に資するものとなっております。

a. 総括

概要

SIP-adus Workshop 2020 開催の成果

プログラム
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
①開催の概要

昨年度のタイムスケジュールがほしいという参加者からの要望を受けて、本年度はSIP-adus Workshop2020のプログラムリーフレットを作成し、

11月10日に成果報告会現地参加者へ配布、また、公式ウェブサイト上で掲載しました。

リーフレット制作

リーフレット（2つ折り）のイメージ
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
①開催の概要

会期初日(11月10日)に、専門家によるSIP自動運転の成果を発表し、意見交換を実施いたしました。講演者は、東京国際フォーラムにて発表し、関係者のみを招

待し、オンライン上にてライブ配信いたしました。セッションは4つのテーマで行い、国内より24名の専門家が講演を行いました。

また、井上信治：内閣府特命担当大臣（科学技術政策）からWelcome Speechを頂いたほか、米国からDiana Elizabeth Furchtgott-Roth氏（United States 

Department of Transportation)、ベルギーからPatrick Child氏（European Commission）のスピーチ動画を配信いたしました。

国内専門家の発表資料は、公式HP上で広く公開しています。

b.成果報告会

概要
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
①開催の概要

11月11日（水）、11月12日（木）には、日米欧の政府代表からの自動運転政策に関するスピーチとともに、SIP自動運転の8つの重点テーマについて、国内外の専

門家からの発表をオンラインにて実施いたしました。発表は全て事前に収録したものを配信いたしました。

なお、海外との時差も考慮し、日本時間以外に、欧州時間(CET)、米国時間(EST)にあわせ、1日3回配信いたしました。

c.オンラインシンポジウム

オンラインシンポジウムの成果

概要
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
①開催の概要

全てのセッションを英語及び日本語により、オンライン配信しました。

視聴画面に、スピーカーの氏名・所属・顔写真・プロフィール、講演タイトル、発表資料のダウンロードボタンを設け、関連する情報が1画面に表示されるように

しました。また、ポスターデータを広く閲覧いただけるよう、オンライン配信ページからウェブサイトの「展示パネル」ページへリンクを設置いたしました。

各セッションの配信中に、セッションごとの質疑投稿をオンラインにて受け付けました。

テーマリーダーおよび講演者からの質問の回答は、会期後直接質問者宛に回答いたしました。

d. オンライン配信ページ
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
①開催の概要

会期終了後、参加者からの要望もあり、成果報告会とオンラインシンポジウムを合わせた3日間の全てのプログラムを、

2020年12月14日から2021年1月4日まで、オンデマンド配信しました。オンデマンド配信期間期間中の参加者数（動画視聴者数）は263名でした。

e. オンデマンド配信
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
①開催の概要

成果報告会の現地会場では、会場入り口付近にてデジタルサイネージを使用して展示を行いました。(ポスター15枚、動画1本)

全ての展示のイメージは公式HP上で、広く公開しています。

f. ポスター展示

展示の成果

概要

No. タイトル

1 Public-Private ITS Initiative/Roadmaps 2020

2 SIP-adus (automated driving universal service)

3 Research and Development of SIP Part.1

4 Research and Development of SIP Part2

5 Visualization of the traffic accident reduction effect

6 Provision of traffic signal information and Control of traffic signal

7 Optimized Processing for Dynamic Road Information by V2X with Multi-Scale Architectur

8 Study of Communication Technologies for Use by Automated Driving Systems

9 Smart Mobility Challenge

10 Research on recognition technologies necessary for automated driving (levels 3 and 4)

11
FOT for social implementation of the last mile mobility system by automated
driving and connected vehicles in dedicated zone

12 TRUK PLATOONING

13 Safety Assurance KUdos for Reliable Autonomous vehicles: SAKURA Project

14 Efforts to Realize Automated Driving by Road Transport Bureau, MLIT（Part1）

15 Efforts to Realize Automated Driving by Road Transport Bureau, MLIT（Part2）

16 Full-Scale Deployment of Automated Driving ～Ensuring Mobility in Rural Area～ (動画)

ポスター15枚 動画1本

デジタルサイネージ設置場所

展示の様子
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
①開催の概要

ポスターデータのイメージ

Full-Scale Deployment of Automated Driving 

～Ensuring Mobility in Rural Area～TRUK PLATOONING

動画

Safety Assurance KUdos for Reliable 

Autonomous vehicles: SAKURA Project
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
②成果の検証

参加者および講演者へのアンケート、また現地でリアルに参加した方からの生の反応として成果報告会では現地来場者向けのアンケートを実施しました。

SIP-adus Workshop 2020について、参加者、講演者ともほぼ全員が来年も参加の意向を示したことから、開催意義は大きかったことが認められます。

SIP-adus Workshop全体に対する評価としては、参加者で39％、講演者で56％が5段階評価の最高評価を示しました。総じて、最新動向の収集について評価を

得られたものの、参加者同士のネットワーキングについては要望も寄せられました。来年度以降の開催にあたっては、現地開催の時同様、ディスカッション機会の場

を提供することが期待されます。

【アンケート回答率】

成果報告会の現地参加者からは、当日のリーフレットともに紙のアン

ケートを配布し、退場時に出口でアンケートを回収することで、70％

もの高い回収率となりました。

オンラインからの参加者には、ウェブ視聴画面に常時設置していた

アンケートのバナーをクリックいただくか、Workshop 終了後に数回に

分けた案内メールよりアンケート回答を促しました。しかしながら、オ

ンライン参加者からの回収率は6％と芳しくなく、オンラインでアン

ケートを回収した方には、インセンティブを付与する等今後いかに回

収率をあげるかが検討課題となります。

【参加者の認知経路】

参加者がSIP-adus Workshop 2020を知ったきっかけは、「所属する

組織の内部情報源」が最も多く、関係者より積極的に声掛け・案内す

ることが効果的だったことが分かります。

また、次に「SIP-adus Workshop運営事務局からのメール」が多く、昨

年度のWorkshop参加者に運営事務局から広報メールを複数回お

送りしたことが有効な広報手段であったことが分かります。

なお、講演者は全て招待による参加となっています。

アンケート・視聴状況にもとづいた成果の検証

アンケート回答率 (回答数/配布数）

アンケート種別 2020年

成果報告現地参加 70%(91/130)

参加者 6%(82/1,487)

講演者 28%(18/65)
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
②成果の検証

１．年代別

年代別では、参加者・講演者とも、50代をピークに、40代から60

代の参加者が大半をしめています。一方、講演者は40代より30

代が多くなったことが特徴で、若手の研究者にも活躍してもらった

ことが分かります。

２．性別

性別では、参加者・講演者とも9割近くが男性で、男性率が非常に

高い傾向が見られます。業界特有の傾向とは思われますが、女性

のとりこみについても検討するとよいかもしれません。

【参加者の属性】

３．職業別

職業別では、参加者は会社員の方が8割を占めております。

講演者は、昨年度会社員の割合が8割でしたが、今回は会社員と

大学関係が同じ割合の44％であり、産官学連携が実現していること

がわかります。
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
②成果の検証

【参加状況】

１．継続参加状況

講演者の継続参加率は例年ほぼ横ばいであるものの、参加者につ

いては、今回は昨年度からの継続参加が11％伸びていることがわ

かります。オンライン会議としたことで、参加者の利便性が良くなり例

年より参加しやすかったのではないかと想定されます。

２. 来年の参加意向

オンライン参加者・講演者とも100％が来年も参加意向を示しており、

コロナ禍でオンライン形式となっても開催した意義が大きかったこと

が認められます。

また、成果報告会現地参加者では、99％の方が来年の参加意向

を示しました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、試行錯誤

の末に関係者のみを招待し現地開催を実施いたしましたが、現地

開催の実施の効果があったものと見られます。

(単位: 人)
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
②成果の検証

【全体評価】

ワークショップ全体に対して高評価（1～5段階評価で最も高い評価を

つけた人数／当該質問項目の有効回答者数合計）を示した参加者は、

参加者で39％、講演者で56％となり、講演者のほうが高い評価を示し

た割合が多くなっています。さらに、参加者については、9割の方が「非

常に良かった」「良かった」と高評価を得ております。昨年と比較すると、

参加者・講演者ともに高評価を得られたことが分かります。

【オンラインシンポジウム 評価】

１．セッション別の評価（全体）

オンラインシンポジウムのセッション別評価については、全体的に登

壇者の方が参加者よりも高い評価を示す傾向にあります。講演や議

論など主体的な参加が可能であって、セッションテーマに関する理

解度も高いためであると思われます。

２．セッション別の評価（講演者）

講演者については、昨年と同様に、どのセッションに対しても参加者の

約30％以上が最高評価を示しています。Dynamic Mapでは、昨年と比

較すると大幅に評価の上昇がみられ、

約半数の方が最高評価を示しております。
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
②成果の検証

３．セッション別の評価（参加者）

全体的に、昨年から評価の上昇がみられる点に本年のオンラインシン

ポジウムの成果が見られます。また、Cyber securityと今回新設した

Japanese Governmentでは参加者の37％が最高評価を示しました。

４．参加者からのコメント・抜粋 （P＝参加者、S＝講演者）

改善すべき点

・発表された研究をどのように有機的に連携させるのか研究が

あってもよいと思います。（P）

・各国ともに課題の解決や実用化を目前になった状況下だからかも

しれないが、毎年、ここで発信される情報の新鮮さというか、

聞いてよかったと思う内容が少なくなってきている。

・発表者は、自身の発表する内容が技術的に高度であり、

一般聴講者が、その内容を理解できていないことを意識して発表

することが望ましい。（S）

よかった点

・SIPのプロジェクトを理解するのにどのセッションも大変参考に

なりました。（P）

・7年間の研究成果が表れてきて発表内容が充実してきて

いると感じました。（P）

・発表のプレゼンテーションも手元にダウンロードできて、

自分で内容が確認できて大変良かった。（P）

・質問をオンラインで受け付けるのは効率もよく、大変良いと

思いました。（P）
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
②成果の検証

【収録について評価】

１．動画収録の説明はわかりやすかったか。

今回オンラインシンポジウムの参加者には、会期前に事前に動画を収

録いただきました。事前説明については、約8割の方に満足いただいて

いる一方で、1割の講演者にはやや不満とのことで、今後の運営面での

改善点であります。

２．完成した動画のクオリティは満足だったか。

動画のクオリティについては、8割を超える講演者の方に満足い

ただくことができ、不満との声は幸いにもなく、講演者の期待に沿

う動画となったことが分かります。

【ポスター展示評価】

今回ポスター展示はウェブサイトにPDFあるいは動画を掲載することで

代用いたしました。PDFでも情報掲載を希望する声が半数を超える

一方で、見ていないと回答した方が4割近くいたことが分かります。

【今年は懇親会を開催しなかったことについて評価】

例年実施していた懇親会について、講演者の約6割以上があった方が

良いと示しました。Workshopに参加する目的の1つとして、参加者同士

のコミュニケーションも期待されていることが分かります。また、講演者

からのコメントの中で懇親会では本音質問と本音回答が出るので、オン

ライン懇親会もありとの意見がありました。
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２．SIP-adus Workshop 2020の開催
②成果の検証

【オンライン配信についての評価】

１．評価

半数の方は何かしらの不具合も発生しており、運営面でも参加者側の

環境面でも、オンライン会議における今後の課題はまだまだ山積いるこ

とが分かります。

配信サイトの画面構成については、概ねの参加者に特に不満なく視聴

いただけておりました。

３．参加者からのコメント・抜粋 （P＝参加者、S＝講演者）

改善すべき点

・発表者の方々とネットワーキングできる環境を設定して欲しい。（P）

・欧米の関係者との直接の議論、会話が出来ないのが不満だが、

実施できないより満足です。欧米関係者との議論は、チャット等を使い、

時差はあるが実施すべき（S）

・オンライン開催のため、ディスカッションできなかったのが残念。（S）

・チャットなどで議論や会話ができると、さらに良いのではないか。（S）

よかった点

・今回のようにWeb開催、動画配信で十分講演者の

言いたい事が伝わる今後、Web開催主体でも

問題ないと思う。（S）

・聴講者への配慮が感じられてとても良いイベントでした。（P）

・オンラインでの国際会議は、新たな会議の進め方でよい。（S）

・オンラインは想像していたよりずっと感じがよくて

次回もオンライン参加を希望します。（P）

配信サイトのレイアウト（画面構成）について

参加者

見やすい 46%
普通 37%
見づらい 6%

動画視聴中の不具合について

参加者

問題なく視聴できた。 50%
動画が途中で途切れたり、ノイズが入ったりした。 23%
アクセスの集中により、接続がしにくかった。 12%
その他 15%

２．質問受付方法について

今回質問はオンラインでの受付のみとし、後日メールで回答する

方式としましたが、「質問投稿機能が良かった」、「この方法で問

題ない」という回答もある中、他の人の質疑の内容も見られたい

方や、リアルタイムでの質疑応答を希望される方も多くいたことが

示されております。

参加者
見やすい 46%
普通 37%
見づらい 6%
その他 11%
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３．ウェブサイトを通じた情報発信
①情報発信の概要

本事業では情報発信の強化のためにSIP-adusウェブサイトからの情報発信を積極的に行っています。「ホーム」「SIPとは」「研究開発」「イベント」「実証実験」の各ペー
ジ更新に加えて、2020年度は以下の2点に注力しました。

概要

【図１】 【図２】
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2019年10月に東京臨海部実証実験を開始して以来、実証実験の実施計画、走行計画等について、実証実験ページ（日本語）の更新を毎月行ってきました。【図１】

【実証実験ページの定期更新】

イベントページ（英語）では、各イベントを、日本と海外、年度ごとに分けて掲載していますが、国際連携の重点テーマについて海外への発信を強化すべく、各テーマの
発信ページを作成する予定としています。【図２】

【イベントページの工夫】
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３．ウェブサイトを通じた情報発信
②効果検証

ウェブサイトからの情報発信の効果測定を行うために、年間を通じてウェブサイトの参照分析を行っています。

Google Analyticsによってサイトビジットをカウントしたところ、多くのユーザーはSIP-adus Workshop2020参加を理由としてウェブサイトを訪問していることが分かりま

した。また、メール告知やSIP café～自動運転～（https://sip-cafe.media/）でのインフォメーション掲載を行ったタイミングで、サイトビジット数が増加することが顕

著でした。

SIP-adusのウェブサイトをより広い情報提供ツールとするためには、コンテンツの充実だけではなく、定期的なメール配信や他チャネルと連携した広報活動が効果的

だということが分かりました。

ユーザー数の推移を見ると、SIP-adus Workshop 2020

の一般参加登録開始から増え始め、会期中に最多の日

本語ページ1,721名、英語ページ360名となり、その後オ

ンデマンド配信期間で微増するものの、終了後は急減し

ていることから、多くのユーザーはSIP-adus Workshop 

2020参加を理由としてウェブサイトを訪問したことが分か

ります。

Google Analyticsを利用した効果の検証

ユーザー数の推移
【日本語ページ ユーザー数推移】

【英語ページ ユーザー数推移】
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３．ウェブサイトを通じた情報発信
②効果検証

また、2020年度のSIP-adus Workshopは、新型コロナウイルス

感染症の影響からウェブによるバーチャルカンファレンスとして

開催することとなり、サイトビジット数が前年比・前々年比で増加

する結果となりました。

ユーザーがSIP-adusのウェブサイトにどこから訪れたかを分析

したところ、日本語ページと英語ページで異なる傾向がありま

した。

日本語ページは、Direct訪問（URLを直接入力したり、ブック

マークからサイトに流入した訪問）が約7割、Referral訪問（他

のサイトのリンクをクリックしてサイトに流入した訪問）が約3割

を占めました。

一方、英語ページは、Direct訪問は約5割に止まり、Organic 

Search訪問（検索エンジンから検索してサイトに流入した訪

問）が約4割を占めました。

日本語ページと英語ページで共通する傾向は、Social訪問

（FacebookやTwitterなどのSNSからサイトに流入した訪問）の

割合が低いことで、全体の約2％に止まりました。

<＊ユーザー数について>
Google Analyticsは、IPアドレス（Internet Protocol）とCookieをもとにユーザーデータを分析しています。デバイスごとに異なるIPアドレスが存在するため、「ユーザー

数」とは1人1人のユーザーを識別するのではなく、Webサイトの閲覧に利用しているブラウザを識別した数の、一定期間内の集計となります。たとえば、1人のひとが、

PC（IE）、PC（Chrome）、スマートフォンからWebサイトを利用した場合は、集計上はブラウザののべ数である「3ユーザー」が別々に識別されます。

ユーザー数の推移（続き）

集客チャネルの分析

集客チャネル
Direct
URLを直接入力したり、ブックマークからサイトに流入した訪問

7,360 69.4% 2,048 49.4% 9,408 63.7%

Referral
他のサイトのリンクをクリックしてサイトに流入した訪問

2,853 26.9% 407 9.8% 3,260 22.1%

Social
FacebookやTwitterなどのSNSからサイトに流入した訪問

230 2.2% 99 2.4% 329 2.2%

Organic Search
検索エンジンから検索してサイトに流入した訪問

166 1.6% 1,595 38.4% 1,761 11.9%

合計 10,609 4,149 14,758

英語ページ日本語ページ 合計

ユーザー 前年比 ユーザー 前年比 ユーザー 前年比
2018年9月1日-2018年11月30日 5,817 ー 3,234 ー 9,051 ー
2019年9月1日-2019年11月30日 4,625 79.5% 2,891 89.4% 7,516 83.0%
2020年9月1日-2020年11月30日 7,470 161.5% 2,886 99.8% 10,356 137.8%

日本語ページ 英語ページ 合計

【過去3年（9月～11月）ユーザー数推移】
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４．おわりに

【1】国際性の向上
新型コロナウイルス感染症により、海外の講演者の来日が今回困難となりましたが、これまでに培ってきた人的ネットワークにより、従来と同等程度となる、米国運輸省、
欧州委員会の高級事務レベルからのキーノートの他、欧米を中心に28名の海外の専門家からの講演をしていただくことができました。また、海外からの参加者数は約5
倍も増え、参加国も昨年より6か国増えており、国際性が一層高まったことが示されております。オンラインとなったことで、これまで時差や距離の問題で参加できなかっ
た方々に多く参加いただけたことがわかります。今後も潜在的な参加者に参加いただくために、今後の新しいWorkshopのかたちとしてオンライン方式を導入することが
期待されます。またWorkshopに参加する海外からの専門家の参加意欲をあげ、訪日によるいっそうの成果を獲得してもらうためにSIP-adus Workshopの開催の機会
に、安全性評価、社会経済インパクト評価、サイバーセキュリティ等の分野での個別サイドミーティングを開催するなどして、今後も引き続きの国際連携につながる活動
を継続するこが期待されます。

【2】ディスカッション機会の創出
講演者の56％がWorkshop全体に対して、また30％以上が各セッションに対して最高評価（5/5)を示しており、専門家は参加者よりも高い評価を示した割合が多くなっ
ています。講演や議論など主体的な参加が可能であって、セッションテーマに関する理解度も高いためであると思われます。
一方、オンライン開催となり分科会（Breakout Workshop）や懇親会の開催を見送ったために、専門家同士でディスカッションできる機会がなくなってしまったことに次回
への期待を寄せる声が多くございました。今後は、どのような開催形式でも、より専門家の満足度を高めるためには、ディスカッション機会の場を提供することが求めら
れております。

【3】ポスター展示の活性化
各省庁を中心とする成果発表としてのポスター展示は、PDFのみの情報掲載でも有用であると回答した方が55％いる一方で、全く見ていない方が約4割おりました。
ポスターについては、例年参加者からの満足度も高く、期待も多く寄せられているため、ポスター展示の説明のみのセッション時間を設けたり、ポスター展示について
メールで広報をしたり等、より焦点を当てた内容も今後の検討材料となるのではないでしょうか。

SIP-adus 第2期は2022年に終了となります。SIP-adus Workshopは、これまで7回にわたり継続開催することで、自動運転の国際会議として定着し、国際連携の

場として発展してきました。また、SIP-adusのウェブサイトも、情報発信のツールとして進化し、より充実した内容と見やすいページが提供されています。

残された2年度をいっそう有意義にするためには、どのような点に留意すればよいのか、成果と課題を整理します。

SIP-adus 第2期 成果の創出へ

SIP-adus Workshopについて
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４．おわりに

SIP-adus ウェブサイトについて

【1】バーチャルカンファレンスによるサイトビジット数の向上
2020年度のSIP-adus Workshopは、新型コロナウイルス感染症の影響からウェブによるバーチャルカンファレンスとして開催することとなり、サイトビジット数が例年より
増加する結果となりました。
Workshopをきっかけにサイトを訪問した人に対し、関連する情報が掲載されているページへ誘導する工夫がさらにできるのではないかと考えます。
今回効果を上げていた、定期的なメール配信に最近のトピックスを追加する、Workshopの視聴コンテンツより、関連ページへのリンクを促す仕掛けを設ける、などが考
えられます。

【2】SNSを活用した情報発信/社会受容性創出イベントとの連携
SIP-adus Workshop2020の開催までの間、ITS Japan、日本自動車輸入組合、欧州委員会、ドイツ連邦教育研究省、米国運輸省、日本自動車工業会、自動車技術
会等の協力を得て、周知、広報を行った結果、他サイトからのリンクにより、ウェブサイトへの一定の集客が見込めたことが今回分かりました。
一方で、FacebookやTwitterなどのSNSからサイトに流入にした訪問は、まだまだ割合が低いという結果となりました。
今後、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、自動運転の需要や注目が高まることが予想されます。SIP-adus ウェブサイトが、自動運転関連の情報発信ツールとし
て相応の役割を担うためには、一般の方がより情報を受信しやすいFacebookやTwitterなどのSNSを活用した情報発信や、社会受容性創出のためのイベントと連携し
た情報発信を進めることが、今後重要になると考えられます。

【3】大規模実証実験との連動
2019年10月に東京臨海部実証実験を開始して以来、実証実験の実施計画、走行計画等について、実証実験ページ（日本語）の更新を毎月行ってきました。しかし
ながら、前述のとおり、ウェブサイト訪問者の関心はSIP-adus Workshopに集中していることが分かりました。
今後、本ウェブサイトから発信する大規模実証実験の情報を効果的に利用してもらうためには、大規模実証実験参加者への広報や、参加している企業のウェブサイト
からSIP-adusウェブサイトへのリンクを依頼するなど、大規模実証実験の現場への働きかけや連動が必要なのではないかと考えます。


